
 
 

 
 

 

 

・順序を意識して、分かりやすい説明を考えることができる 

・友達と話し合いながら試行錯誤できる 

 
 

★パソコンソフト「カード」の活用 

ICT 等の基本的な操作を学ぶとともに、カードの並び替えや 

文章の訂正が容易になり、友達と試行錯誤しながらトライ＆ 

エラーを繰り返すことができると考える。 

 

★分かりやすく説明する文章をつくるための授業展開の工夫 

おもちゃの作り方の説明文を書いた後、説明を見ながら、 

実際におもちゃを作ってみる場面を設定する。その後、手順 

工程が書かれたカードを見直すことで、より分かりやすい 

説明に近付けることができると考える。 

 

★学習形態の工夫（ペア学習） 

ペアで議論しながら課題解決を図っていくことで、自分たちの 

作成した文章のまとまりや順序、言葉選びのどの部分に 

不具合があるかについて、友達とやり取りする中で試行錯誤 

できるようにする。 

 

研究主題に迫る手立て 

本単元における「論理的思考力」を 

働かせている児童の姿 

 



 


